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【要約】保育士及び幼稚園教諭養成校である短期大学・大学を対象に、保育内容5領域の各論（健康、人間関

係、環境、言葉、表現）と、保育内容総論の授業を担当する教員が、どのような研究の専門分野をもっている

のか、その実態を調査した。調査の結果、それぞれの授業科呂ごとに、担当教員の専門分野の傾向に違いが見

られた。また、全体にかかる傾向として、額数の専門分野をもっ研究者が増えていること、教科教育学を専門

分野とする研究者や、保育実践者から養成校教員となった者が、保育内容の授業科目を担当することが増えて

いることがわかった。調査結果を基に、今後必要とされる「保育内容」に関する研究の方法や内容を展望し、

考察した。

【キーワード】保育内容 実践と研究 保育者養成 研究者の専門分野

I 問題と目的

1 保育実践の課題：保育の質と「保育内容」

「保育の質」については、金田らの研究など、 1990 年

代後半から研究上の議論も多くなされるようになってい

る九日本保育学会の学会誌でも、 2011 年に「基準・条

件と保育の質」という特集テーマが組まれている2）。そ

れぞれにおいて「保育の質」をどのように定義している

かを概観すると、保育制度、保育体制、職員配置、物的

環境の基準、クラス規模、保育方法、保育形態、保育内

容、保育の理念、保育者のあり方、遊びの質、保育者研

修、保育者養成、保護者と保育者の関係など、実に多様

な観点がある。

2011 年にさいたま市が行った調査によれば、幼稚園教

諭・保育土等が「保育の質」の重要な要素としてとらえ

ていることは、「保育者の資質」や「保育内容の質」であ

った。一方、幼稚園児の保護者が期待することは、保育

料の負担軽減、環境の整備、保育時間の延長などであり、

保育所等の保護者の要望は、認可保育所の増設、保育料

の負担軽減、病児保育の実施などで、あった。保護者は、

保育費用、保育時間、保育サービスの種類などを、保育

の質の指標として捉えている傾向が窺える。なお、幼稚

園教諭・保育土等の回答においては、保育時間や保育サ

ービスの種類について、保育の質を考える上で重要度が

低いという結果が出ている3）。
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確かに保育現場は、その時代の家庭や社会の要請を受

け、担うべきことが変化するものであり、保護者の期待

に添った保育のあり方を考えることは必要である。しか

し同時に、保護者のニーズに応じた園生活が、果たして、

子どもの今と将来の幸せを保障するものかどうか、そこ

にずれが生じていないか、よく検討する必要があるだろ

う。大きく保育に関する制度が変化しようとしていると

きだ、からこそ、専門職である保育者が挙げている「保育

内容の質」や「保育者の資質Jといった視点から、保育

の質を捉えていくと土が重要企考える。

2 保育研究の課題：研究の専門分化と総合性

既存の「保育学」は、多岐にわたる研究領域を含み、

「保育内容」もその一つに位置づいている。保育・幼児

教育に関する代表的な学会である日本保育学会では、会

員の登録情報として、表1に示した27の研究領域から、

各自 3つを選んで登録することとされている。「保育内

容jは、そのうち6つの研究領域に区分されており、そ

れぞれ「総論J「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」

としサ研究分野が相当している。ここで注目したいこと

は、各研究領域の例として示されている研究分野が、果

たして、保育内容の研究として妥当であるかという点で

ある。例えば、「D5 ：保育内容言葉」の欄を見ると、

代表的なものの例として、「おはなし、絵本、人形劇などj



「保育内容」研究のあり方に関する一考察

と挙げられている。確かに、お話に関する児童文化財は、

子どもの言葉の側面において重要なものであるが、保育

内容「言葉」についての代表する研究がここに挙げられ

たものだけでよいのかという疑問も生じるだろう。子ど

もの言葉を育むためには、多様な視点からの研究がなさ

れる必要があり、他の領域についても同様のととが懸念

される。つまり、ある特定の視点からの研究は充実して

いるが、まったく研究がなされていない視点が存在する

のではないか、しかも実際の保育に必要な視点からの研

究が不足しているのではないか、という問題が考えられ

る。主た、 6つに分類されている保育内容研究が、相互

にどのような関係にあるのかについても、議論の余地が

まだまだ残されている課題である。さらには、保育内容

研究と他の研究領域での研究（保育学原理、幼児教育学、

乳幼児心理学、小児保健、小児栄養等）が、どのように

関連するのかも、検討すべき点として挙げられる。

現在、具体的な「保育内容」について議論する学会は

少数であり、先に示した保育学会も「保育内容Jを単独

で扱っている訳で、はない。実践に関する団体は複数ある

ものの、多くは学術研究団体とは趣が具なるのが実情で

ある。一方で、小学校以上の学校教育分野で、は、教科毎

の学会が存在し、その中で、具体的な実践に根ざした理

論化がすすめられている。保育・幼児教育の分野でも、

単なる実践報告に留まるのではなく、そこから学術的な

研究をすすめる必要があるだろう。

表1 保育学会会員登録情報

保育学原理・幼児教育学 保育・幼児教育理論（理論歴史思想など）

保育学原理・幼児教背学 保育・幼児教育制度（制度行財政など）

保育学原理・幼児教育学 保育・幼児教育研法（エスノグラブイ｝ など）

乳幼児心理学 発i主心理学保育心理学幼児教育心理学など

c 小児保健・小児栄養 小児科学小児保健学小児栄養学など

保育内容 総 論（教育課程保育計画カリキュヲム領域論など）

D2 保育内容 健 康（保健基本的生活習慣運動養護など）

D3 保育内容 人間関係（集団生活あそび社会規範な竺）

D4 保育内容 保 境（自然潔境社会環境園内・室内環境などj

D5 保育内容 青 葉（おはなし絵本人形劇など）

D6 保育内容 表 現（美術音楽身体表現総合表現なの
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毎日の保育実践の内容には、幅広い諸科学が相互に関

連性を持っており、保育内容研究においても、総合性が

必要とされる。しかし現状は、独立した分野ごとに研究

が完結していることが推察される。今後、学問的視座と

総合性の視点をもった中で、地道に保育内容研究を深め

ていくことが求められる。

3 目的

本稿の目的は、保育者養成校における「保育内容j担

当教員が、研究者としてどのような専門分野をもってい

るのか、その実態を明ちかにすることである。

保育に関する研究者は、その多くが保育者養成校と言

われる大学・短期大学の教員であるが、それぞれの専門

とする研究領域は多種多様で、ある。保育学が多様な学閉

鎖域の総体として成り立っている実態を明らかにするこ

Eは、保育現場で必要とされる研究の総合性を検討する

上で重要であると考える。また、保育者養成校における

学生が、どのような「保育内容」を学んだかということ

は、将来の保育実践の質に反映されるものである。担当

教員の具体的な授業内容や方法を推察する上でも、研究

者としての専門分野の実態を把握することは、意義があ

ると考える。

II 方法

1 対象とした大学・短期大学

全国の保育士・幼稚閤教諭の養成校477 校を対象とした。

内訳は、指定保育士養成施設の指定を受けている大学お

よび短期大学406 校、幼稚園教諭免許のみ取得可能な大

学・鰹期大学71校である。

そのうち、各校のホームペ｝ジ上に、「保育内容jに関

する授業についてのシラパス及び、担当教員の専門分野

の情報が公開されている大学・短期大学を調査の有効対

象とした。シラパスが公開されていない大学や、専門分

野の記載がft_ い大学もあり、有効数は338 校である。

2 対象とした研究者（大学教員）

授業科目の名称は、各校において若干の違いはあるも

のの、おおよそ、保育内容5領域の各論（健康・人間関

係・環境・言葉・表現）と、保育内容総論に相当する授

業科目を担当する教員を対象とした。なお、それらの授

業科目を非常勤講師が担当している大学・短期大学もあ

るが、今回は、当該校に所属する研究者（大学教員）の

みを対象として、調査を行った。授業科目によっては、

多くの大学・短期大学とも専任の教員が担当していたが、

反対に、非常勤講師によって担当されている割合が高い

授業科目もあった。授業科目ごとに調査対象の母数が具

なるのは、そのためである。

3 調査方法

2012 年4月現在、対象とした大学・短期大学のホーム

ハU
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ページ内を検索し、情報公開されているシラパスから、

保育内容各論（健康・人間関係・環境・言葉・表現）及

び保育内容総論に相当する授業科目の担当教員をリスト

アップした。さらに、その教員が、当該校の専任教員で

あるかを検索し、専任であった場合には、公開されてい

る教員情報から、研究者としての専門分野を調査した。

4 分析方法

収集した担当教員の専門分野を分類し、比較的近い研

究領域についてカテゴリー化した。授業科目ごとに、ど

のような専門分野をもっ教員が、その授業を担当してい

るのか、その傾向を集計から考察した。

なお、専門分野として、複数の項目を記載している場

合もあったが、今回の集計にあたっては、第一に記載さ

れている項目を、その教員の専門分野として反映した。

また、 2番目以降に記載されている項目については、結

果を考察する際の検討資料とした。例えば「保育・体育

学Jという記載があった場合には、第一の「保育学Jを

集計の対象とし、「体育学Jについては別途書き留めてお

き、考察の資料とした。

なお、筆者は2003 年にも同様の調査を行っている。当

時は、ホームページ上の情報公聞が現在よりもすすんで

おらず、限られた中での調査だ、ったため、結果の公表に

は至らなかったが、本稿では、今回の調査結果と2003 年

の調査結果との比較も含めて、考察を行ったO

m 結果
1 保育内容 f健康」担当教員の専門分野

保育内容「健康」に相当する授業科目を担当する教員

のうち、当該校の専任教員として確認できたのは、 218

名で、あった。その教員の専門分野を分類したところ、保

育学・幼児教育学に関連する分野が11% 、教育学に関連

する分野が6%であった。

また、体育に関連する分野（体育学・体育教育・休育

科教育学等）が26% 、スポーツ等に関連する分野（スポ

ーツ科学、健康スポーツ科学等）が14% 、健康学に関連

する分野（幼児健康学、健康教育学等）が8%、保健・

看護に関連する分野が7%で、あった。
以下、舞踊に関連する分野（舞踊学、舞踊教育学等）

や発達に関連する分野（発達科学、発達教育学等）、運動

に関連する分野（運動遊び、幼児運動学等）などの専門

分野もあった。

保育学・幼児教育学を第一の専門分野としている中に

も、体育、スポーツ、運動などに関連する研究領域を第

二の専門分野としている者が含まれている。最も多かっ

た専門分野が、体育に関連する分野であることからもわ

かるように、保育内容「健康Jは、体育やスポーツ、運

動を研究基盤としている研究者によって、担当されてい

る養成校が多いことが特徴である（図 1)。

軍保育保育学幼児教育・幼児教育学など

題教育学など

観体育学体育教育体育制教育学・幼児休
省など

嗣スポツ科学ー健康スポツ科学・運動生

理学など

B幼兜健康学E健康教育学ー健康学など

認保健看護・宥護学公衆衛生学など

調舞踊学舞踊教育学舞踊芸術学身体捜

現など

稔発達科学・発連発育学連動発達など

陸運動遊び幼児運動学など

鈴その他

図1 「健鹿」担当教員の専門分野

( n =218) 

2 保育内容「人間関係J担当教員の専門分野

保育内容「人間関係」に相当する授業科目を担当する

教員のうち、専任教員で、あった216 名について、専門分野

を調査した。その結果、保育学・幼児教育学に関連する

分野が31% 、教育学が10% で、あった。

全体の中で最も多く見られた専門分野は、心理学に関

連する分野（心理学・発達心理学・幼児心理学・教育心

理学等）で、全体の32% で、あった。

そのほか、教科教育に関連する分野（社会科教育・生

活科教育学等）や、障害児教育に関連する分野などがあ

った。

保育内容「健康j と比較すると、保育学・幼児教育学

に関連する分野が一定数あるが、その中にも、第二の専

門分野として心理学に関連する分野を挙げている者がい

た。第一に心理学に関連する分野を挙げている者と合わ

せると、全体の半数以上が、心理学に基盤を置く研究者

で、あった。保育内容「人間関係」については、心理学を

中心として、保育学や教育学などを専門分野とする者に

よって、担当されていることが窺える（図2）。

酒保育保育学幼児教育ー幼塊教育学なと

盤教育学

a心渥学発達心理掌幼児心理学ー教育ω
理学など

聞社会科教育生活向教育学“音楽教育家

政教育など

翻障害児教育障害児保育学習障害など

忽その他

図2 f人間関係」担当教員の専門分野

( n =216) 

3 保育内容 f環境」担当教員の奪円分野

保育内容「環境」に相当する授業科目を担当する教員
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では、 203 名が専任教員として確認された。そのうち、保

育学・幼児教育学に関連する分野が32% 、教育学が6%、

心理学に関連する分野が7%であった。

また、教科教育に関連する分野（理科教育学・数学科

教育学・生活科教育学等）が13% 、生態学・生物学等に

関連する分野が11% であり、次いで、自然科学系の学問

分野（化学、生化学、天文学等）が4弘、環境教育に関

連する分野が3%などの結果で、あった。

全体の中で最も多い32% を占める保育学・幼児教育学

に関連する分野を専門とする者の中には、理科、数学科、

生活科といった教科教育に関連する分野や、生態学・生

物学等に関連する分野を第二の専門分野としている者も

含まれている。

理科、生態、生物など、自然科学系の研究領域を専門

分野とする研究者が多く担当していることが、保育内容

「環境」の特徴である（図3）。

・保育保育学・幼児教育幼兜教育掌など

個心理学発遠心理学幼児心理掌教育心

理学なと

纏理科教育手数零科教育掌生活科教育

学社会科教育学など

島生態学生絢学植物生態掌ー昆虫学など

型化学生化学笑女学自然災害科含＇＂ど

a通語境教宵Z蓑縫考案育学環噴4毛主教育

し一一
国3 「環境」担当教員の専門分野

( n =203) 

4 保育内容「言葉」担当教員の専門分野

保育内容「言葉」に相当する授業科目の担当教員のう

ち、専任教員として確認できたのは202 名で、あった。内訳

l土、保育学・幼児教育学に関連する分野が25% 、教育学

が5%、心理学に関連する分野（心理学・発達心理学・

幼児心理学等）が13% で、あった。

また、国語教育に関連する分野（国語・国語科教育・

国語教育学等）が12% あり、文学に関連する分野（文学・

児童文学・日本文学等）が11% あった。

さらに、障害児保育・特別支援教育に関連する分野、

児童文化に関連する分野、言語に関連する分野、日本語

に関連する分野、英語に関連する分野などがあった。

保育学・幼児教育学に関連する研究分野が25% と、全

体の4分の lを占めているが、その中にも「保育学・心

理学Jr幼児教育学・国語教育学J「保育・児童文学」な
どと、複数の専門分野を併記している者が見られた。

以上のことから、保育内容「言葉Jを担当する教員の

専門分野については、保育学・幼児教育学に関連する分

野、心理学に関連する分野、国語教育学や文学に関連す

る分野という主に3つの研究領域に大別されることがわ

かる（図4）。

E保育保育学幼児教育ー幼男教育学など

掴教育学

狙心理学発遠心理学幼児心理学園教育心

理学なと

催国語・!Orn 科教育園語教育学伝ど

掴文学兜童文学ー日本文学各国文学など

術院富児保有障害児心翠学特則受領教育

なと

m児童文化児童文化学

幽言語学言語発進など

日日本語臼本語学

育教臨

他

隠の笑そ沼園

図4 「言葉J担当教員の専門分野

( n =202) 

5 保育内容「表現J担当教員の専門分野

保育内存「表現」に相当する授業科目を相当する教員

は、他の4つの授業科目と異なり、 338 校の中で504 名の

専任教員が確認され、 一校に権数の専任教員がいる養成

校が多かった。保育内容には5つの領域があるが、各校

のシラパスを見ると「表現Jについては、 1つの授業科

目としてではなく、「音楽表現j 「造形表現」「身体表現」

など分割して授業を行っている大学・短期大学が多いこ

とによるものだと考えられる。

全体504 名のうち、保育学・幼児教育学に関連する分野

が6%、教育学が3%あった。それ以外では「音楽表現」

に関連する分野が39% 、「造形表現jに関連する分野が

31% 、「身体表現jに関連する分野カ＞；12% と、ほぼこの3

つの分野で占められていることがわかる（図的。

.教育学

穆保育保育？学幼克教宥幼児教育掌など

際音楽表現L・肉釈グラフありl

園造形表現f・肉佼ゲラフあり）

図5 「表現」担当教員の専門分野

( n =504) 

保育内容「表現」については、対象となる担当教員の

母数が多いこと、また、授業科目自体が、表現別に分割

されている場合が多いことをふまえ、以下、 3つの分野

の詳細を、別途集計した。

まず、「音楽表現」に関連する専門分野として、調査上
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「保育内容」研究のあり方に関する一考察

分類したのは196 名であるQ ここでは、音楽教育に関する

分野が35% と最も多く、音楽表現などと専門分野の中に

明確に「表現Iを位置づけている者が6%、幼児音楽が

3%で、あった。一方で、音楽・音楽学が18% 、ピアノに

関連する分野が14% 、声楽ポ7%、作曲が2%とあった。

音楽そのものを専門分野とする研究者や、青楽演奏等の

専門家が一定数いることがわかる（図6）。

謡音粂科教育学音楽教育学幼児音楽教育学
など

圏音楽表現幼児の音楽表現芯ど

・幼児音楽

組音議官議掌

遡ピアノ演会学ピアノピアノ音楽など

お声楽

鍾作蜘

四その他

図6 「音楽表現」の内訳

( n =196) 

次に、「造形表現」に関連する分野として確認されたの

は157 名であったO 内訳は、美術教育・造形教育に関する

分野が32% 、図画E作科教育に関する分野が 3%で、あっ

た。また、造形表現など専門分野の中に「表現Jを位置

づけている者が9%、幼児造形等が3%で、あった。

さらに、美術・造形そのものを専門分野とする研究者

や、美術の専門家が授業科目を担当する割合も、音楽表

現の調査結果とほぼ同様に見られた。具体的には、美術・

造形に関連する分野が26% 、絵画等に関連する分野が

10% 、彫刻が6%、デザインが3%である（図7)。

詔美術科教育学美術教育学幼児美術教
育造済教育など

箇図鴎ヱ作科教宵学図箇工作教育など

田造形表混ー幼男の造形表現なと

髭幼兜造形など

留美術造移・造形学造形美術なと

包絵冒洋画田本国j自菌など

E彫刻彫刻制作彫刻表現

！ ロデザむグラフ川デザゃなど
' 必での他

図7 「造形表現jの内訳

(n=157) 

最後に「身体表現」に関連する分野である。確認でき

た専任教員は60名のうち、体育に関連する分野（体育学・

体育科教育学等）が44% と最も多く、次いで、身体表現

が15% 、スポーツ・健康に関連する分野が8%、身体教

育学が8%、舞踊に関連する分野（舞踊運動学・舞踊教

育学）が7%という結果で、あった。

身体表現に関連する分野の総数は60名と、音楽表現や

造形表現よりも少なかったが、これは、各校の保育内容

「表現Jに関する開設授業科目が、音楽や造形の2つに

分類されていることが多いことが要因のーっと考えられ

る。また、身体表現に関する専門分野をもっ者は、保育

内容「表現」に加えて、保育内容「健康」の授業科目も

担当していることが多いという点も特徴として挙げられ

る（図8人

期体育学体育科教育学なと

幽身体表現

窃スポツ科学健康科学など

幽身体教宵学

鶴舞踊運動学舞課教育学など

問その他

図8 「身体表現jの内訳

( n =60) 

一二

6 保育内容「総論」担当教員の専門分野

ここまで保育内容の5領域ごと、各論の授業担当教員

について見てきた。保育内容「総論」に相当する授業科

目の担当教員においては、各論の担当教員とは、傾向が

異なっていた。維認できた203 名のうち、保育学・幼児教

育学に関連する分野の研究者が52% と、全体の半数を超

えていた。次いで、教育学が9%、心理学に関連する分

野（心理学・発達心理学・乳幼児心理学等）が4%であ

る。教科教育に関連する分野（音楽教育・美術教育・体

育科教育等）も 6%あった。

量保育保育学幼児教育・幼児教育零むど

務教育学

翻心瑳学発達心理学乳幼兜心礎学など

・音楽教育美術教育体育科教育など

醐保育者養語使ー保育実習教奇襲習＂’など

向社会福祉社会福祉掌

鰯障害教育障害児敦賀

題その他

国9 「総論」担当教員の専門分野

( n =203) 
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また、保育者養成や実習指導（保育実習・教育実習）

に関連する分野が7%あったが、これも、保育内容各論

の授業担当者とは異なる点である。

さらに、教員情報に記載されている各教員の略歴を見

ると、養成校の教員となる前に、保育現場を経験した者

がおり、その割合が各論の担当教員よりも多くあった。

このことも、保育内容［総論Jにおける特徴の一つで、あ

る（図9）。

N 考察

1 調査結果全体にかかる傾向

( 1 ）専門分野の複数化

今回の調査の集計にあたっては、方法でも述べたよう

に、便宜上、第一の専門分野として記載されているもの

を対象として分類、グラフ化した。実際には、複数の専

門分野を併記した記載が多くあったO

2003 年に行った同様の調査と比較しても、今回の調査

では、その割合は増加している。特に、他の専門分野と

「保育学・幼児教育学j との併記が多くなっていた。こ

のことの背景として考えられることは、研究者として積

み重ねてきた基盤となる専門分野に加えて、保育者養成

校の教員として、「保育Jとのつながりも持ちながら、研

究をすすめようとする研究者が増えてきたと読み解くこ

とができるだろう。

一方で、保育に関する研究を主としてきた研究者が、

他の分野、例えば自然科学や文学、体育、美術といった

分野を専門分野として併記することは、容易ではないだ

ろう。他の専門分野を基盤とする者が、「保育学・幼児教

育学Jを自分の研究分野として、容易に並列できる実情

からは、学問としての「保育学・幼児教育学」がまだま

だ成熟に至っていないことを表していると考える。

(2）教科教育学との関係

今回の結果と2003 年調査を比較すると、教科教育学に

関連する分野を専門とする研究者が、保育内容を担当す

ることが増えていた。具体的に挙げると、保育内容「健

康Jでは体育科教育学（図 1）、「人間関係Jでは社会科、

生活科等（図2）、「環境」では理科、数学科、生活科、

社会科等（図3）、「言葉」では国語科（図4）、「表現j

では音楽科、美術科、図画工作科、体育科（図5）とい

った教科教育学を専門分野としている者が、それぞれに

見られた。

この変化の背景として、各大学の養成校としての特色

の変化があるものと推察する。短期大学から四年制大学

への移行などに伴い、これまで、の保育者（保育士・幼稚

園教諭）養成と並行して、小学校教員養成が行われるよ

うになってきた現状がある。一教員が、保育に関する授

業科目と、小学校の教科教育に関する授業科目の両方を

担当する養成校も多く、このような変化になっているも

のと考える。
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教科教育学を専門分野とする教員が、保育内容の授業

を担当することは、小学校教育と乳幼児期の教育のつな

がりが意識されるという利点が考えられる。しかし、と

もすると、保育・幼児教育を教科教育的な指導方法だけ

で、語ってしまう可能性があることも留意したい。

( 3）保育実践と研究との関係

2003 年調査時よりも、保育の実践を経験した者れ養成

校の教員になることが増えていた。特に、保育内容「総

論jを担当している者に多く見られた。保育士・幼稚園

教諭の養成校において、保育現場を経験した者が一定数

採用されている背景には、社会の変化と共に複雑化、多

様化する保育者の力量を高めるためには、保育現場の経

験値を養成に活かしていくことが効果的であるという各

養成校の判断があるのではないか。

ただし、「保育内容Jに関する研究を、学問として成熟

させていくためには、保育の経験を語るだけでよいとい

う訳ではなく、実践を保育に還元できる形に理論化して

いくことが重要になってくるものと考える。

2 「保育内容」研究のあり方に関する展望

( 1 ）保育内容「各論」が充実する必要性

今回の調査結果から、「保育内容J5領域の研究を担っ

ている研究者（授業担当教員）は、領域ごとに専門分野

の傾向があることが明らかになった。例えば、保育内容

「人間関係」においては、心理学に関連する分野が最も

多く、「環境J「言葉」でも心理学を専門とする教員が担

当する場合が見られたが、「健康」「表現」の担当教員に、

心理学の専門分野はほとんどなかった。また、「健康jで

は体育に関連した分野、「表現」では音楽や造形・美術等

に関連した分野が、保育学・幼児教育学に関連した分野

よりも多いとしづ実態があった。

保育内容「各論J研究におけるこのような専門分野の

偏りは、研究上の一つの課題であろう。いずれの保育内

容領域においても、もう一度、研究の視点を保育実践に

根付いた形で整理し、充実させてし、く必要がある。

また、そもそも現在5つある領域が妥当であるのかと

いう議論も十分とは言えず、重要な視点だと考える。例

えば今回の調査では、保育内容「表現」について、他の

領域と異なり、音楽、造形、身体と分割されている実態

があった。保育所保育指針、幼稚園教育要領において、

保育内容が6領域から5領域に再編されてから25年が経

過するが、領域「表現」と 6領域の「音楽リズム」「絵画

制作」との違いが十分検討されてきたか見直す必要も考

えられよう。このような「領域論Jも含めた研究がすす

むためにも、多様な視点から「保育内容Jを捉えること

が必要である。

( 2）保育内容「各論」を結びつける「総論」の必要性

小学校以上の教育における「教科」は、教育内容ごと
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に実際の授業も分割されている。そのため、教科教育学

研究が教科ごとに分かれたまますすんでいても、教育実

践とのずれはあまり生じないだろう。一方、保育所保育

における「総合的な保育」ペ幼稚園教育における「総合

的な指導」日）という特性を踏まえた場合、保育内容の各

「領域jの視点での研究は、それぞれが独立したままで

は不十分である。領域ごとに内容、方法をまとめるだけ

ではなく、各論研究の成果を、園生活全体の中でどのよ

うに組み立てていくかという視点での研究が必要と考え

る。各領域を総合的に関連づけて保育内容や方法を検討

するといった意味で、の「保育内容総論jの確立を目指し

たい

( 3）保育実践へ還元する「保育内容」研究の必要性

既存の学問体系として確立されている教育学、心理学

などを基盤としながらも、実践を組み立てていく上では

さらに具体性をもった理論構築が重要である。今回の調

査で明らかになった諸種多様な専門分野の研究成果と、

実際の保育実践とを関連づけながら、「保育内容」に関す

る研究を試行すること、さらには、現在「保育学Jに包

括されている「保育内容」に特化した学問体系を構築す

ることが、今後必要であろう。

「保育内容j研究は、その研究過程において、保育の

実践現場に研究成果を還すことまでを含むものであると

考える。保育実践への還元を視野に入れた研究を構想す

るとき、単なる実践事例の報告や紹介に終始しではなら

ず、様々な保育実践から地道に議論を積み重ねつつも、

一つの研究領域として確立していく方向性を探らねばな

い。そのためには第一に、「保育内容J研究の学問として

の専門性と範囲を整理すること、第二に、「保育内容j研

究のあるべき研究方法を具体的に検討することの必要性

があるものと考える。

v 今後の課題
本稿では、保育者養成校において、「イ呆育内容jに携わ

る教員の研究基盤となる専門分野を知ることにより、現

在の養成校における「保育内容」研究の傾向をつかむこ

とができた。今後は、実際の「保育内容」に関する長菜

科目の教授内容や方法を明らかにしたり、これまでの「保

育内容」研究の成果を整理したりすることをすすめてい

きたいと考えている。保育現場と真撃に向き合い、「保育

内容J研究を確立していくことは、保育実践や今を生き

る子どもたちへ還元することに意義がある、そのような

姿勢をもち今後も取り組んで参りたい。
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